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平成１８年度グランドプランを実現するための「保全・整備」の考え方を以下のように提案します。

また、これからの検討にあたっては「現在考えられるグランドプランの課題」を解決することが必要となります。

安全安心 交通ネット

暫定駐車場
▲浜降祭会場と海浜植生群落の両立

▲飛砂対策と海浜植生群落の両立

▲県西浜駐車場の運営体制の変更

■全体を砂浜に復元
■北側は海浜植生ゾーンとして利用
　飛砂対策としてサイクリング道路沿いに砂防対策
　歩行者通路としてボードウォーク等の整備
■南側は浜降祭会場として利用
　砂丘化を防ぐため定期的な砂ならしを実施
■県西浜駐車場の運営変更の働きかけ

既存施設
（お祭広場）

▲国補助金を利用しているため一定
期間は撤去ができない

■（将来的に）上部舗装の修景など

既存護岸
■海岸線や砂浜の現状維持のた
め海岸浸食防事業の推進

（個別の指摘はないが）施設の修
景

▲海岸侵食対策と景観形成の両立
▲国補助金を利用しているため一定
期間は撤去ができない

■現状維持
■（将来的に）修景

漁港駐車場

■（北側）緩衝帯として海浜植生
の群落地帯、ボードウォーク散策
路の創出
■（南側）駐車場

■最小限の駐車場の整
備と県西浜駐車場等の
積極的利用

▲適切な駐車場台数の算定
▲県西浜駐車場の運営体制の変更

■西側暫定駐車場の通常利用台数程度を漁港駐車場として整備

魚市場用地 ■漁港地区
■当面は多目的広場として暫定利用
■東西をつなぐ歩行者動線としてボードウォーク等の整備

漁具保管施設 ■漁港地区 ■漁港整備構想に沿って整備（約１３００ｍ2）

臨港道路・連
絡道路等

■漁港地区
■車両速度の抑制等に
よる歩車共存道路の整
備

■漁港整備構想に沿って整備（幅員11ｍ）
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整備区間
（Ａ地区Ｃ地区
区間）

■自然海浜公園内通路として整
備
■沿道に海浜植生群落や砂草
ゾーンの創出

■海岸からの景観に配慮した緑
地・植栽帯の設置

（個別の指摘はないが）東西海岸
の連続性の確保や施設の修景

■サイクリング拠点の整
備
■既存駐輪場廃止と気
軽な駐輪場の提供

■現在計画中の線形で整備
■サイクリング道路に沿って植栽ゾーンを整備
（自然海浜ゾーン側は砂防性能が必要）
■砂浜への入口に入口広場を整備
■自転車一時置き場の整備

砂浜 ■電柱の地中化

海の家
■海の家周辺については、現在の機能をＢ地区Ｃ地区の公共用地と
の間で補いながら、一体的な計画づくりを行いたい。

駐車場
■海への見晴らし場所の整備
■サイクリング道路に沿って植栽ゾーンを整備
（マリンライフ砂浜ゾーン側は海浜植生）

▲海浜植生を常時維持することが非
常に困難

■市民団体等による質の高い管理が必要
■苗圃（びょうほ）等の管理施設が必要

保全・整備計画の考え方
茅ヶ崎海岸グランドプランの方針（方向性）の概要 現在考えられる

グランドプランの課題

○自然海浜ゾーン
■海浜の自然環境の保全
■砂浜の修復
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緑・自然環境（p25等より） 景観（p32等より）

■自然景観と調和したボードウォ
ークの設置
■東西海岸の連続性の確保
■遠景（海・大空等）を望む視点
場の確保

■自然景観や環境と調和に配慮
した漁港施設の修景と周辺整備
■自然景観や環境と調和のとれ
た施設整備

■お祭り広場の修復・修景（一部
砂浜への復元）
■海浜植生群落や砂草ゾーンの
創出
■ボードウォークの散策路整備

▲総合的な海水浴場の将来像の明確
化

土地利用（p18等より）
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○漁港ゾーン
■漁港関連施設の設置
（漁業に必要最小限な施設の設
置）
■海浜の自然環境の保全

○マリンライフ砂浜ゾーン
■海浜の自然環境の保全
■憩い、レクリェーションの場とし
ての活用

■自然災害の未然防止
自然災害の予防対策

■防災に対する周知
津波ハザードマップの作
成
防災無線による災害時
の非難誘導の徹底

■夜間照明
海岸部は防犯を考慮し
つつ自然環境への影響
への配慮

■防犯を考慮した死角
の無い公園

■地区全体のバリアフ
リー化の促進
車椅子のすれ違いが出
来る園路
だれでも海に入れる仕組
みづくり

海浜植生 海浜植生については、具体的な保全・整備・管理について記述なし
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■海水浴場の再整備
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■暫定駐車場廃止に伴
う、県西浜駐車場等の積
極的利用
■公共交通利用促進の
ためバス交通の拡充

■お祭り広場の修景
■暫定駐車場の廃止
■遠景（富士・箱根・伊豆・高麗
山等）を望む視点場の確保
■自然景観と調和したボード
ウォークの設置
■東西海岸の連続性の確保

■東西海岸の連続性の確保
■遠景（えぼし岩・江の島等）を
望む視点場の確保

■自然景観や環境と調和のとれ
た施設整備
■電柱の地中化


